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本戦@エコパ ★大会エントリー受付　 本戦@エコパ
　 ★締め切り

◆4月上旬
ローカルコストテーブル第一版公開 翌年のFSAEルール発行

★5/下旬
;AIR提出期限

◆6月上旬
ローカルコストテーブル第二版公開

★デザインレポート、スペックシート提出期限
★コストレポート提出期限

　◆リアルケース課題公開
★8/5；書類選考結果発表

★シェークダウン証明提出期限
★ESF、FMEA提出期限（EVのみ）

★シェークダウン

（▼九州支部試走会）
（▼関東支部試走会） （▼関西支部試走会） （▼中部支部試走会） （▼３支部支部試走会）
★本戦車両の最終確認 （▼ホンダ主催試走会）
　今年の車両の良かったことと悪かったことのまとめ ※支部主催の試走会ぶてフラッグテストを受ける事
　新規ドライバー練習会を兼ねて

★大学に置く場所や予算が無いチームは、前年車両の解体、エンジン降ろして次年度車両へ移植。車体は、廃却、もしくは保管される。 　
　　ブレーキや足回り、電装系などの移植 ※前年度車両がなくドライバーのスキルアップを図れない場合は車両政策を早めるか　カート等他の手段を考える事

※実体設計を基にデザインレポート、スペックシート、コストレポート作成

※プロジェクトのグランドコンセプトを基にプレゼンテーションを行う

動的審査
旧車両を使ってのドライバースキルアップが出来るﾁｰﾑ（大学）は行う

静的審査

次年度プロジェクト
グランドコンセプトつくり

基本設計開始

プレゼンテーションコンセプト検討 プレゼンテーションと実体設計の整合

車両製作

車両熟成

プレゼンテーションブラッシュアップ

ＩＡテストレポート作成
Ｑ＆Ａシステムを活用した、設計及び製作での疑問解消

詳細設計 リアルケースシナリオ対応準備

必要に応じマーケティング

旧車両を使ってのドライバースキルアップ
次年度プロジェクト

グランドコンセプトつくり

車検審査

新規則の理解度アップ（車検講習会活用） プレ車検＠支部試走会
新規則　理解 ＳＥＳ作成

ＩＡテスト

基本設計開始
詳細設計

９月 １０月

大会全体イベント

チームプロジェクト

反省会 反省会 既存スポンサーへの結果報告

既存スポンサーへの結果報告（御礼）と新規スポンサー探し 車両性能計測
車両性能計測

５月 ６月 ７月 ８月
前年 当年

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

ＰＤＣＡを回し、技術の伝承と次年度に向けてレベルアップを図る

コンカレントで効率の良いマネージメントを展開する　（ＰＭ：プロジェクトマネージャーを設定）

新入部員勧誘を含め、出来る限り、各地の試走会に参加し、最低5名のドライバーのドライビングスキルのレベルアップを図る


